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１月２８日（火）、旭田小学校の読書環境について取材しました。 

下郷町では、学校司書が各学校を回り、学校の読書環境を整備したり、読み聞かせを行ったりしています。図

書室周辺の掲示からは、図書委員会の活動も充実していることがわかります。学校司書、図書館担当教諭、図書

委員会が相互に連携しながら、本に親しみやすい環境がつくられていると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の読書環境の充実  ～旭田小学校～ 

こちらのQRコードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

旭田小学校は、１０月に実施した「読書に関する調査」において、「読書をし

たきっかけ」や「読んだ本を手に入れた方法」の項目で「学校図書館で」と答

えた児童の割合が高い学校です。 

学級文庫の入替や本棚の整理、新しく入った本の受付処理、掲示作り、選書の

アドバイス、読み聞かせ等々、学校の要望や子供たちの実態に応じて、読書環境

を整えてくれている学校司書の長沼さんの存在が読書環境の充実につながって 

いることを感じました。                          本の補修をする長沼さん 

 

『最強王図鑑』シリーズ                出版社：Gakken 

動物界や恐竜界など、各界の猛者たちをトーナメントで戦わせ、最

強を決めてしまおうというコンセプトで作られたシュミレーションバト

ル図鑑です。実在の生き物だけではなく、神話や妖怪などがエントリ

ーする巻もあり、面白いです。 

こんな本が子供たちに人気です！

 旭田小学校伝統の「読書の木」 
の取組です。子供たちが、読んだ
本の題名や感想を書いて「読書の
実」として貼っています。 

 
 図書委員お薦めの本紹介の掲示
です。学校司書の方も掲示を手伝っ
ているそうです。 
 
 廊下には、授業の際、子供がすぐ
に手に取れるよう、調べ物の本や語
学の本が並んでいます。 

図書室内の掲示です。季節の掲
示と共に、県の生涯学習課の事業
において県内の子供たちが作った
「ジャーナリストスクール新聞」
が掲示してありました。 

 
新しく入った本が並べられて 

います。背表紙だと分かりにくい 
ので、表紙が見えるように置いて 
あるそうです。 


